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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成23年2月24日(2011.2.24)

【公開番号】特開2009-168414(P2009-168414A)
【公開日】平成21年7月30日(2009.7.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-030
【出願番号】特願2008-10128(P2008-10128)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｆ   6/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｈ  33/10     (2006.01)
   Ｆ２４Ｄ  15/00     (2006.01)
   Ａ４７Ｋ   4/00     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ   6/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｆ   6/16    　　　　
   Ａ６１Ｈ  33/10    　　　Ａ
   Ｆ２４Ｄ  15/00    　　　Ｂ
   Ａ４７Ｋ   4/00    　　　　
   Ｆ２４Ｆ   6/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月11日(2011.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
給気口と排気口を有する本体ケースと、この本体ケース内の風路に設けた送風手段と、こ
の送風手段と排気口間に設けた液体の微粒化手段とを備え、前記液体の微粒化手段は、保
水性と通風性のある回転体と、この回転体の下方に近接して設けた貯水皿と、この貯水皿
への給水手段とからなる液体微粒化装置。
【請求項２】
回転体は、この回転が９０°以下の時に前記貯水皿で保水した箇所が前記送風手段からの
風が当たるように回転する請求項１に記載の液体微粒化装置。
【請求項３】
サウナ室の開口部に、本体ケースの給気口と排気口間の風路に、加熱手段を介在させた請
求項１または２に記載の液体微粒化装置を設けたサウナ装置。
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